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胸部間接撮影 による心臓計測値の推移に関す る研究

第2編

血 圧 及 び 体 格 の 影 響 に つ い て

岡山大学医学部第一内科教室(主 任:小 坂淳夫教授)

森 下 立 昭

〔昭和39年12月19日 受稿〕

緒 言

胸部間接撮影(6×6cm)に よ る心臓計測値 の 年

次的推移,特 に血圧 ・年令 との関係 については第1

編 において既述 した.そ して血圧 ・年令 とも左右大

動脈弓 ・左心横径 の増大 に関与 す ることを述べ た.

胸部 レン トゲ ン写真 による心陰影の計測はかな り

古 くか ら行なわれて お り,ま た近来 間接 撮影写真に

よる計測 も行なわれ るよ うにな り,南 等1)額 田2)等

によ りその測定値は臨床上十分利 用出来 ることが発

表 されてい る.そ してその計測値 と血圧 ・体 重その

他 との関係 に つ い て は 村井3),厚 美4),白 石5),清

瀬6),吉 利7),南 等1)額 田2)等 によ り報告 されて い

る.し か しこれ らはいずれ も同一年 における計測で,

何年 にも亘つて その経 年的推 移を追つた ものはない.

著者は第1編 に続 いて心 臓計測 値の血圧及び体格に

よ る変動を求め,更 に同一人 のフイルムを10年 間に

わた り計測 し,そ の経年的推移 を検討 し,興 味あ る

成 績を得 たので報告す る.

実 験 方 法

対 象は第1編 と同様,高 血 圧者77名,正 常血圧者

80名 を含む高松地区国鉄職 員157名 で,毎 年 春 に行

なわれる定 期健康 診断に おける間接 撮影 フイル ムを

使用,こ れ を密着焼 きつ けした写真 によ り正中線を

引き,各 計測値(左 右大 動脈弓及 び左 右心 横径)を

計測 した.そ して下記 の如 く体 格に よ り肥満群 ・普

通群 ・痩身群 に3分 し,各 群で高血圧群 ・正常血圧

群別に各年 毎 の平均値 を計 算,比 較検討 した.

肥満群 … …身 長(cm)一 体 重(Kg)≦100

普 通 群 … …100<身 長(cm)一 体 重(Kg)≦110

痩 身群… …110<身 長(cm)一 体重(Kg)

なお高 血圧 者は この10年 間 に坐 位 で 収縮期血圧

150mmHg,ま たは拡張期血圧90mmHg以 上を示

した ものであ り,全 例 ともその間 に高血圧を3回 以

上記録 して い る.正 常血 圧者は上記血圧未満 の もの

で収縮 期血圧 が100mmHg以 下に なつ た ことがな

く,而 も心電 図に異常のない者 であ る.ま た結 核そ

の他心 陰影 に及ぼす と思 われる既応症 のある者 は除

外 した.な お使用 レン トゲ ン線装 置及 び撮影条件 は

第1編 と同様で ある.

実 験 成 績

1. 右大動脈弓の計測 値

第1表 に示す如 く,高 血圧群に おいては,肥 満群

は普通群 ・痩 身群に比 し約10%高 値を示 したが,正

常血圧群 においては肥満群 は普通 群とほぼ同値を示

し,か えつて痩 身群 との間にその差 を認めたが有意

とはいえない. 10年 間の拡大率は高血圧 群で13～14

%,正 常血圧群で8～12%で 高血圧群 が や や 高値を

示 した.し か し体格 による差異 はない.

2. 左大動脈弓 の計測値

第2表 に示す如 く,肥 満群 は普通群及 び痩 身群 に

比 し7～9%高 値を示 した.し か し普通群 と痩身群 と

の間に差異は認 め られない.又 高血圧群は正常血圧

群 に比 し約8%高 値を示 した. 10年 間 の拡大率は高

血圧群 では14～17%,正 常血圧群で7～9%で あ り血

圧 による差異 は著明で あるが,体 格 の影響は認 め難

い.即 ち高血圧群 では肥満群で16.8%他 の群は14～

15%,正 常血圧群 では肥満 群で9.0%,他 の群は7～

8%で,僅 かに肥満群 の方が 拡大率が 大で あるが有

意 とはい えない.

3. 大動脈 弓の計測値

大動脈 弓の計測値 とは左 右大動脈弓の和であ る.

第3表 に示す如 く,血 圧 と共 に体 格によ る差異は顕

著 で,肥 満群は普通群 ・痩 身群 に比 し7.4%及 び8.1

%と 著 明に高値を示 した.し か し普通群 と痩 身群 と

の間 には有意 の差 はみ られない.ま た10年 間の拡大



776 　森 下 立 昭

率 は高血圧 群14～15%,正 常血 圧群8～9%と 血圧 の

影響 は著明で あるが,体 格によ る差異はみ られな か

つた.

第1表　 右 大 動 脉 弓  (単位 mm)

第2表　 左 大 動 脉 弓  (単位 mm)

4. 右心 横径の計測値

第4表 に示 す如 く,血 圧の影響 は殆 ん どな く,体

格 による差異 が著明で あ り,こ れは特 徴的であ る.

又第1編 で述 べた ように右心横径 のみは年令に よる

差異 も少な く.こ の計測 側は体重 の影響が最 もよ く

現れ るといえ よ う.即 ち肥満群 は普通群 ・痩 身群に

比 し高血圧群で8～10%,正 常血圧群 で2～6%高 値

を示 し,ま た普通群 も痩 身群に比 しやや高値 を示 し

た.し か し10年 間 の拡大率 は表に見 る如 く,血 圧及

び体重の影響を全 くうけない.

5. 左心横径 の計測値

第5表 に示す如 く,血 圧 及び体 格に よる差異は著

明であ る.即 ち高血圧群 は正常血圧群に比 し約8%

高 値を示 した.更 に高血圧群 においては肥満群は普

通群 に比 し13%,痩 身群 に比 し18%,又 正常血圧群

において は肥満群 は普通群に比 し8%,痩 身群 に比

し13%高 値を示 した. 10年 間の拡大率は高血圧群で

肥満群16.8%普 通群15.0%,痩 身群14.6%,正 常血

圧 群で肥 満群9.0%,普 通群7.4%,痩 身群7.0%で

あ り血圧 の影響 は著 明であ るが,休 格 による差異は

認 め られない.



胸部間接撮影による心臓計測値の推移に関する研究 　 777

第3表　 大 動 脉 弓  (単位 mm)

第4表　 右 心 横 径  (単位 mm)

6. 心 横径の計測値

左右心横径 の和で あるが,第6表 に示す如 く,血

圧及び体格に よる差異 を認め る.即 ち高血圧群で は

肥満群 は普通群 に比 し12%,痩 身群に比 し15%,正

常血圧群では肥満群 に比 し6%,痩 身群に比 し12%

高値 を示 した. 10年 間の拡大率 は,血 圧に よる影響

は僅 かで あ り,ま た体格 による差 異は認め られなか

つた.

考 按

従来 心臓の大 きさと血圧 ・年令 ・体格 その他 の要

素 とめ関係について は多 くの研究がな されて いる.

先ず血圧 との関係については, Kleinfeld8)渋 谷 ・大

竹9)戸 山10)桧 和 田11)等 によ り報告 されて お り,ま

た年 令 との関係について も吉川12)吉 利7)等 に よ り

発 表 され,著 者 も第1編 に おいて心臓計測値 と血圧

・年 令との関係 を論 じ,特 にその経年的推移につい

て述 べた.即 ち右心横径を除 く各計測値は血圧 ・年

令 に関係 し,そ の拡大 は特 に左 大動脈 弓,左 心横径

に顕著で ある ことを述べた.

また心臓 の 大 き さ と体 重 ・身長 ・胸囲等体格 と

の関係 も種 々発表 さ れ て お り,米 国 に お い て は

Ungerleider・Clark3)は 心横径 と体格,即 ち身長 と体

重 との相 関関係 について標準 表を発 表 し,ま た我国
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において も早野等4)黒 沢 等5)小 田 等6) 7)野 田8)南

雲9)吉 川12)吉 利7)額 田2)等 に より発表 されて い る.

この中で 野 田8)南 雲9)吉 川2)吉 利7)等 は 体 格の中,

体重が最 も関係 が深い といつて いるが,小 田等7)は

体重 の近 似 るものにおいては身長 と相関があ ると述

べてい る.こ れ らの研究 はいず れ も心 臓の計測値 と

体 重 ・胸囲 ・身長 との関係は別 々に検討 され てい る.

そ こで著者 は単に体重 との関係 をみ るのでな くて,

 cm単 位 の身長 とKg単 位 の体 重との数値 の差を も

つて肥満群 ・普通 群 ・痩身群 に3分 し,心 臓 計測値

との関係を追求 して以上 述べて きたよ うな結果 を得

た.

第5表　 左 心 横 径 (単位 mm)

第6表　 心 横 径  (単位 mm)

先 に も述 べたよ うに同一 人の フイル ムを昭和28年

か ら10年間 にわたつて計測 したが,こ の10年 間 に体

重の かな り増 減す る者が あ り,中 に は10Kg以 上

も変動を示 した者 もあつて,心 臓計測値 と体重 との

関係を論 じる場合,当 然体 重の変化に よる心臓の大

きさの異動 も検討すべ きであ り,次 に測定値 と体 重

の変 動の関係 の追求 を試 みた.第7表 に検査対 象者

の体重 の変動 を示 したが,こ の数値 と左右心 横径の

計測値 との関係 をみ るに非常 に興味 あ る結果 を得 た.

国鉄において は近年健 康管理特に高血圧者 の管理に

さい して,痩 せ るよ うに努 め させ,そ の結果表にみ

られ るよ うに高血圧群 では昭和35年 を ピー クに体重
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は減 少に向つてい る もの と思 われ る.し か し血圧管

理 を うけていない正常血圧群 において は この傾 向は

み られない.一 方第4表,第5表 にみ られ るよ うに,

右心 横径及び左心横径 におい て も高血圧群 は昭和35

年で ピー クを示 し,以 後縮少 の傾向 にあ り,又 正常

血圧群 でかか る現象はみ られ ない.即 ち左右心横 径

は体 重の動 きに著明に影響 され ることを知つた.

第7表　 体 重  (単位 kg)

さきに述 べた ように血圧の高低に よ り心臓 計測値

の変化 はか な りの相違 があ ることが わかつ た.中 で

も左大動脈 弓 と左 心横径の血圧 の影響 による拡大 は

著明で あ り,高 血圧群 は正常血圧 群の約2倍 の拡大

率 を示 した.

結 語

1) 胸部間接撮 影によ り心 臓各部の 計測値 を 測定

し, 10年 間 の推移 を検討 したが,体 格に よる拡大率

の差は殆ん ど認め ることが 出来なかつた.

2) 同一年 におけ る体格 と心臓 計測値 と の 関係に

ついては,肥 満群 は普 通群.痩 身群 に比 し左 大動脈

弓 ・左右心 横径でかな りの高値 を示 した.

3) 血圧 と心 臓計測値の10年 間の推移については,

高血圧群 は正常血 圧群 に比 し,左 右 大動脈 弓 ・左 心

横 径の著 明な増大 を認 めた.

4) 血圧 と心臓 計測値 の関係につ い て は,高 血圧

群 は正常血圧群 に比 し,左 右大動脈 弓 ・左心横径 で

高値 を示 した.

(本論文 の要 旨は第11回 日本循環器学会 中国四国

地 方会総会 で発表 した)

おわ りに小坂淳夫教授,原 岡昭一講師,四 国鉄道

病院 内科医長森棟隆幸博士の御指導,御 校閲 を深謝

します.
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Studies On the Annual Transition of Cardiac Measurements

 by Means of Fluorograms

Part 11. Relation of Blood Pressure and Body-Weight

By

Tatsuaki Morishita

The First Department of Internal Medicine, Okayama University of Internal Medical School

(Chief: Prof. Dr. Kiyowo Kosaka)

1. The measured values in various parts of the heart in fluorograms, examining how they 

change in ten years, was calculated.

Its result showed the difference of the increse caused by body-weight was hardly noticed.

2. Concerning the relation between body-weight and the measured value of heart; in the 

group of fat people, the left aortic arch diameters and the transverse diameters right and left 
showed a considerable greater value than in those of average and thin people.

3. with recept to the transition of blood pressure and cardiac measurements over ten years, 

the high blood pressure group showed a notable increase in the aortic arch diameters right and 

left and the left transverse diamters against the normal blood pressre group.

4. As to relation between blood pressure and cardiac measurements, the high blood pressure 

group showed high value in the left transverse diameters and the aortic arch diameters right 
and left, in comparison with the normal blood pressure group.


